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◎
３
月
定
例
会

　
３
月
定
例
会
は
、
３
月
６
日
招
集
さ
れ
14
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
新
年
度
予
算
審
査
に
あ
た
り
、
今
定
例
会
も
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
。
委
員
長
に
は
瀬
川
武
春
委
員
、

副
委
員
長
に
は
沼
山
英
隆
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
付
託
さ
れ
た
７
件
の
予
算
案
を
２
日
間
に
わ
た
り

慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。
委
員
長
か
ら
本
会
議
に
そ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
、
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
会
議
で
は
、
蛯
澤
正
雄
議
員
、
大
崎
昭
子
議
員
、
市
川
俊
光
議
員
の
３
人
が
一
般
質
問
に
立
ち
、
活
発
な

議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

令和７年度各会計当初予算
区　　分 令和７年度 令和６年度 差引増減

一般会計 119億7,000万円 119億2,500万円 4,500万円
国民健康保険事業特別会計 19億2,031万6千円 19億7,080万2千円 ▲5,048万6千円
後期高齢者医療特別会計 4億8,118万2千円 2億2,914万3千円 2億5,203万9千円
介護保険特別会計 28億7,102万1千円 28億2,129万0千円 4,973万1千円
介護サービス事業特別会計 2,512万4千円 2,345万5千円 166万9千円
上水道事業会計（収益的支出） 5億781万7千円 5億25万6千円 756万1千円
下水道事業会計（収益的支出） 4億368万2千円 3億7,815万0千円 2,553万2千円

主な事業（抜粋）
◇第３次東北町総合振興計画策定支援業務委託料� 840万円
◇分庁舎解体工事設計業務委託料� 650万円
◇議会タブレット端末購入費� 679万円
◇地域ミニ計画整備事業費� 2,000万円
◇移住・定住促進新築住宅取得支援事業費補助金� 1,420万円
◇地方就職学生支援事業費補助金� 25万円
◇結婚新生活支援事業費補助金� 360万円
◇移住支援金� 400万円
◇医療・福祉職子育て世帯移住支援金� 400万円
◇生活応援商品券交付事業費補助金� 6,400万円
◇町制施行20周年記念事業費� 2,250万円
◇特定防衛施設周辺整備事業費� 1億2,830万円
◇防衛施設周辺整備統合事業費� 4,114万円
◇子育て未来支援金� 630万円
◇３歳未満児保育料無償化事業費補助金� 1,527万円
◇保育所等副食費無償化事業費補助金� 1,290万円
◇児童手当費� 2億6,517万円
◇妊婦のための支援給付金� 875万円
◇上北保健福祉センター改修工事費� 1億8,130万円
◇堆肥運搬車購入費� 1,520万円
◇商業者等未来経営支援事業費補助金� 1,500万円
◇ご当地ロゴ・LINEスタンプ作成運用等業務委託料� 72万円
◇防雪柵設置外道路新設改良費� 2億9,738万円
◇小川原通跨線橋更新事業外道路橋梁補助事業費� 5億4,846万円
◇消防屯所建築工事費� 4,000万円
◇消防ポンプ車購入費� 3,754万円
◇小学生・中学生・高校生修学旅行費支援事業費補助金� 1,661万円
◇学校給食費給付金� 6,425万円
◇学校情報通信技術環境整備備品購入費� 5,151万円
◇菩提寺集会所屋根・外壁塗装工事費� 828万円

令和７年度　東北町一般会計予算� 119億７千万円 令
和
７
年
３
月
定
例
会
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令和７年度　東北町一般会計予算� 119億７千万円

歳入のその他の内訳
地方譲与税　186,350千円、寄附金　21,002千円
財産収入　29,261千円、分担金及び負担金　1,064千円
繰越金　40,000千円、使用料及び手数料　80,190千円
諸収入　45,492千円

歳出のその他の内訳
労働費　25千円、災害復旧費　2,095千円
諸支出金　346,781千円、予備費　10,000千円

　一般会計当初予算は、前年度より4,500万円増加した。歳入は、国庫支出金（293,717千円増）、県支出金
（142,097千円増）が主に増加し、繰入金（360,030千円減）、町債（228,900千円減）が主に減少している。
歳出は、衛生費（202,880千円増）、民生費（143,019千円増）が主に増加し、諸支出金（155,289千円減）、
総務費（123,574千円減）が主に減少している。
　また、歳入は地方交付税が全体の35.2％を占め、主な自主財源である町税は15.1％となっている。歳出で
は、民生費が全体の27.6％を占め、町債の返済にあたる公債費が10.3％になった。

問　�町制施行20周年記念事業
の開催日と構想を伺いま
す。

答　�式典は、10月11日（土）
開催予定、その他に記念
花火、わらび座公演など
の様々な事業と組合わせ
て行う予定です。

問　�上北保健福祉センター改
修工事の内容を教えてく
ださい。

答　�センターの屋根、外壁、
浴槽、ＬＥＤ等大規模な
改修を検討しておりま
す。

問　�LINEスタンプ作成・運
用委託料でスタンプの活
用を教えてください。

答　�「しじみーる」を題材と
した16種類のラインスタ
ンプで地元の方言を取入
れ認知度向上や愛着を図
りたいと考えています。

一般会計当初予算の主な質疑

一般会計歳入予算 一般会計歳出予算

町税
1,813,017千円

15.1%

民生費
3,306,023千円

27.6%

総務費
1,777,378千円

14.8%

公債費
1,232,286千円

10.3%

消防費　516,097千円　4.3%

土木費
1,404,275千円

11.7%

国庫支出金
2,091,705千円

17.5%

県支出金
1,010,865千円

8.4%

町債
878,900千円

7.3%

各種交付金
478,361千円　4.0%

その他
403,359千円　3.4%

繰入金
1,083,793千円

9.1%

地方交付税
4,210,000千円

35.2%
衛生費

1,140,401千円
9.5%

教育費
1,351,261千円

11.3%

歳 入 総 額
119億7千万円

歳 出 総 額
119億7千万円

議会費
114,362千円　1.0%

その他
358,901千円　3.1%

農林水産業費　458,544千円　3.8%

商工費　310,472千円　2.6%

令
和
７
年
３
月
定
例
会
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審　議　さ　れ　た　議　案　等
〇令和７年第１回東北町議会定例会（令和７年３月14日）
議案番号 件　　　　　名 議決結果
議案第４号
（専決第２号）

専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて
（令和６年度東北町一般会計補正予算） 承 認

議案第５号 令和６年度東北町一般会計補正予算案（歳入歳出予算の総額から218,489千円を減額） 原案可決
議案第６号 令和６年度東北町国民健康保険事業特別会計補正予算案（歳入歳出予算の総額から352千円を減額） 原案可決
議案第７号 令和６年度東北町後期高齢者医療特別会計補正予算案（歳入歳出予算の総額から10,157千円を減額） 原案可決
議案第８号 令和６年度東北町介護保険特別会計補正予算案（歳入歳出予算の総額から16,148千円を減額） 原案可決
議案第９号 令和６年度東北町介護サービス事業特別会計補正予算案（歳入歳出予算の総額に35千円を追加） 原案可決
議案第10号 令和６年度東北町上水道事業会計補正予算案（収益的支出の営業費用から142千円を減額） 原案可決
議案第11号 令和６年度東北町下水道事業会計補正予算案（収益的支出の営業費用から1,500千円を減額、営業外費用に2,583千円を追加） 原案可決
議案第12号 令和７年度東北町一般会計予算案 原案可決
議案第13号 令和７年度東北町国民健康保険事業特別会計予算案 原案可決
議案第14号 令和７年度東北町後期高齢者医療特別会計予算案 原案可決
議案第15号 令和７年度東北町介護保険特別会計予算案 原案可決
議案第16号 令和７年度東北町介護サービス事業特別会計予算案 原案可決
議案第17号 令和７年度東北町上水道事業会計予算案 原案可決
議案第18号 令和７年度東北町下水道事業会計予算案 原案可決
議案第19号 東北町の議会議員及び長の選挙における選挙公報の発行に関する条例案（選挙公報の発行に関し必要な事項を定めるため制定） 原案可決
議案第20号 東北町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案（青森県人事委員会からの勧告等及び刑法等の一部改正に伴う所要の改正） 原案可決
議案第21号 東北町消防団条例の一部を改正する条例案（刑法等の一部改正に伴う所要の改正） 原案可決
議案第22号 東北町肉用繁殖牛特別導入事業基金に関する条例の一部を改正する条例案

（必要に応じて処分することにより円滑な運用を図るための改正） 原案可決

議案第23号 東北町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案
（児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部改正による所要の改正） 原案可決

議案第24号 東北町小川原湖公園条例の一部を改正する条例案（バレルサウナ設置に伴い使用料を定めるための所要の改正） 原案可決
議案第25号 東北町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案（国民健康保険法施行令及び青森県国民健康保険運営方針の改正に伴う所要の改正） 原案可決
議案第26号 東北町水道事業布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例案

（水道法施行令及び施行規則の改正に伴う所要の改正） 原案可決
議案第27号 東北町地域産業振興基金条例を廃止する条例案 原案可決
議案第28号 東北町ふるさと水と土保全対策基金条例を廃止する条例案 原案可決
議案第29号 東北町妊婦健康診査事業基金条例を廃止する条例案 原案可決
議案第30号 東北町学校教育支援員設置事業基金条例を廃止する条例案 原案可決
議案第31号 東北町国民健康保険高額療養費貸付基金条例を廃止する条例案 原案可決
議案第32号 東北町公の施設に係る指定管理者の指定について（東北町総合交流拠点施設） 原案可決
議案第33号 東北町公の施設に係る指定管理者の指定について（東北町小川原湖公園施設） 原案可決
議案第34号 東北町公の施設に係る指定管理者の指定について（東北町アメニティ広場） 原案可決
議案第35号 町道の路線認定について（456号線を町道とするため） 原案可決
諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について（任期が満了に伴い和田貢穂氏を推薦） 適 任
議案第36号 工事請負契約の変更契約の締結について（小川原通跨線橋上部工撤去工事） 原案可決
発議第１号 東北町議会委員会条例の一部を改正する条例案 原案可決
発議第２号 東北町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例案 原案可決
発議第３号 東北町議会会議規則の一部を改正する規則案 原案可決

〇令和７年第１回東北町議会臨時会（令和７年１月20日）

議案番号 件　　　　　名 議決結果
報告第１号

（専決第10号）
専決処分の報告について
（岩渡沢川改修工事請負契約の一部変更について） 報 告

議案第１号
（専決第11号）

専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて
（令和６年度東北町一般会計補正予算） 承 認

議案第２号
（専決第１号）

専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて
（令和６年度東北町一般会計補正予算） 承 認

議案第３号 令和６年度東北町一般会計補正予算案（歳入歳出予算の総額に213,909千円を追加） 原案可決

令
和
７
年
３
月
定
例
会
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住民力が活きる�
� 協働のまちづくりは

問
①　
「
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」「
町
民
の
声
や
ご

意
見
箱
」な
ど
を
通
じ
て
、協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
と
言
っ
て
い
る

が
、「
安
心
、幸
せ
、さ
ら
な
る

挑
戦
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
の
中
で
、
さ
ら
な
る
挑
戦

と
は
な
に
か
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁　
「
さ
ら
な
る
挑
戦
」

に
つ
い
て
の
言
葉
は
、
町
長
就
任

当
初
よ
り
掲
げ
て
い
る
「
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
」
で
あ
り
、
特
定
の

も
の
を
指
す
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
本
年
、
新
た
な
施
策
の

一
つ
と
し
て
、
更
に
多
く
の
町
民

の
声
を
受
け
止
め
る
た
め
、
町
の

職
員
が
、
各
地
域
に
出
向
き
、
こ

れ
ま
で
地
域
の
皆
様
か
ら
、
要
望

さ
れ
て
き
た
事
業
な
ど
の
状
況
確

認
の
ほ
か
、
現
在
、
地
域
で
抱
え

て
い
る
身
近
な
課
題
等
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
各

地
域
の
現
状
を
把
握
し
、
今
後
、

的
確
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
う
た
め
の
「
さ
ら
な
る
施
策
」

と
し
て
本
年
か
ら
「
地
域
づ
く
り

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

ア
コ
ン
等
を
設
置
す
る
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
等
を
行
う
こ
と
で
、

有
事
の
際
の
避
難
場
所
と
し
て
十

分
に
活
用
で
き
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

�

商
工
業
及
び
観
光
事
業
は

問
①　
「
新
東
北
町
商
工
会
」

の
支
援
と
観
光
の
振
興
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
町
長

と
し
て
、
具
体
的
に
ど
ん
な

構
想
を
抱
い
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

町
長
答
弁　
合
併
後
の
支
援
対
策

に
つ
い
て
は
、
必
要
な
支
援
・
相

談
な
ど
こ
れ
ま
で
同
様
に
商
工
会

へ
の
継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
た
な
観
光
資
源
の
開
発

や
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
施
策

を
推
進
し
、
商
工
会
と
も
連
携
し

な
が
ら
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

町
の
発
展
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
生
産
者
の
声
に

し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、
新
規
事

業
の
立
ち
上
げ
や
既
存
事
業
の
見

直
し
や
検
討
等
い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
反
映
さ
せ
よ
り
効
果
的
な
施

策
を
実
行
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

�

災
害
に
よ
る

�

避
難
環
境
の
整
備
は

問
①　
既
存
の
ケ
ビ
ン
ハ
ウ

ス
を
避
難
住
宅
と
し
て
整
備

し
、
有
事
の
際
の
避
難
場
所

と
し
て
整
備
す
る
よ
う
だ
が

避
難
場
所
と
し
て
、
対
処
で

き
る
場
所
か
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁　
ケ
ビ
ン
ハ
ウ
ス
は
高

台
に
あ
り
、
非
常
に
ア
ク
セ
ス
状

況
も
良
く
、
避
難
場
所
と
し
て
の

有
効
性
が
高
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
近
年
、
キ
ャ
ン
プ
需
要
は
大

き
く
変
化
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
が
生
活
必
需
品
と
な
る
中
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
防
災
対
策
が

ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
き
て
お

り
、
暑
さ
寒
さ
対
策
と
し
て
、
エ

持
続
可
能
な

�

攻
め
の
産
業
振
興
は

問
①　

基
幹
産
業
で
あ
る

「
農
業
」
に
つ
い
て
、高
齢
化
、

労
働
力
不
足
等
の
課
題
に
対

処
す
る
た
め
、機
械
、資
材
の

購
入
支
援
、
ス
マ
ー
ト
農
業

機
械
導
入
支
援
、堆
肥
、緑
肥

購
入
助
成
等
、「
畜
産・
酪
農
」

は
草
地
更
新
と
令
和
６
年
度

と
政
策
は
全
く
変
わ
ら
な
い

と
思
う
が
ど
こ
が
攻
め
の
産

業
振
興
な
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁　
昨
今
の
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
資
材
・
肥
料
価
格

の
高
騰
、
高
齢
化
に
伴
う
労
働
力

不
足
、
相
次
ぐ
自
然
災
害
の
発
生

へ
の
対
応
等
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
中
で
、
本
町

の
一
次
産
業
を
社
会
情
勢
や
自
然

環
境
の
変
化
に
も
対
応
し
た
、
持

続
可
能
な
産
業
へ
と
転
換
し
て
ゆ

く
こ
と
を
「
攻
め
の
産
業
振
興
」

と
位
置
づ
け
、
各
種
資
材
の
購
入

支
援
や
農
業
機
械
の
導
入
支
援
等

の
施
策
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
ま
た
、
我
が
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
林
水
産
業
の
活
性
化
は
、

蛯
えび
　澤
さわ
　正
まさ
　雄

お
　議員

一
般
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甲地小学校の今後は

問
①　
令
和
７
年
度
か
ら
複

式
学
級
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
が
、
複
式

指
導
を
す
る
に
あ
た
っ
て
ど

の
よ
う
な
準
備
を
し
て
い
る

か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
長
答
弁　
令
和
７
年
度
、
甲

地
小
学
校
で
は
２
年
生
と
３
年
生

が
複
式
学
級
に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
こ
と
に
向
け
て
教
育
委
員
会
と

し
て
は
現
在
、
教
員
資
格
を
有
し

て
い
る
方
を
支
援
員
と
し
て
採
用

し
、
担
任
の
先
生
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
な
が
ら
、
児
童
の
戸
惑
い
や
学

力
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
な
形

で
複
式
学
級
に
移
行
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

問
③　
地
域
の
理
解
や
協
力

が
求
め
ら
れ
る
が
何
か
対
策

は
お
考
え
か
。

教
育
長
答
弁　
小
規
模
特
認
校
が

価
値
あ
る
も
の
と
し
て
機
能
す
る

た
め
に
は
、
学
校
と
地
域
を
繋
ぐ

役
目
を
担
う
組
織
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
メ
ン
バ
ー
に
は
、
学
校
関

係
者
、
町
内
会
代
表
、
子
供
会
代

表
、
町
内
各
施
設
代
表
等
が
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
地
域
は
ど
う
い
う

取
組
み
に
よ
っ
て
学
校
を
支
え
て

い
く
の
か
、
反
対
に
地
域
の
た
め

に
学
校
が
で
き
る
取
組
み
は
何
か

等
話
し
合
い
、
実
行
に
移
し
て
行

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
加
え
て
、

こ
の
組
織
の
有
効
性
を
高
め
る
た

め
に
は
、「
学
校
地
域
連
携
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
こ
の
よ
う
な
方

を
指
名
し
て
、「
連
絡
・
調
整
」

「
指
導
・
助
言
」
等
に
当
た
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
よ
り
効
果
的
で
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
甲
地
小
学
校
で
始
め

よ
う
と
し
て
い
る
、
こ
の
学
校
と

地
域
が
互
い
に
連
携
し
て
、
学
校

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
行
う
制

度
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

問
②　
県
内
３
例
目
と
な
る

小
規
模
特
認
校
を
目
指
す
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
が
、
小
規

模
特
認
校
制
度
と
は
何
か
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
長
答
弁　
「
小
規
模
特
認
校

制
度
」
は
学
校
選
択
制
の
一
つ
で

あ
る
特
認
校
制
を
小
規
模
で
実
施

す
る
も
の
で
、
特
定
の
学
校
を

「
特
認
校
」
と
し
て
指
定
し
、
少

人
数
で
の
教
育
の
良
さ
を
活
か
し

た
き
め
細
か
な
指
導
や
特
色
あ
る

教
育
を
行
う
も
の
で
す
。

　
東
北
町
に
当
て
は
め
る
と
、
特

認
校
と
な
る
甲
地
小
学
校
の
通
学

区
の
児
童
は
こ
れ
ま
で
通
り
甲
地

小
学
校
へ
就
学
し
、希
望
す
れ
ば
、

特
別
に
申
請
書
類
を
提
出
す
る
こ

と
な
く
上
北
小
学
校
、
東
北
小
学

校
の
通
学
区
に
住
む
児
童
も
甲
地

小
学
校
に
就
学
で
き
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
町
内

全
域
か
ら
就
学
が
可
能
に
な
る
と

い
う
制
度
で
、
結
果
と
し
て
児
童

数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ル
」
と
い
う
名
称
で
文
科
省
も
全

国
的
に
進
め
て
き
て
お
り
、「
学

校
運
営
協
議
会
」
と
呼
ば
れ
、
地

域
と
学
校
を
繋
ぐ
同
様
の
役
目
を

担
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
教
育
委
員
会
で
は
令
和
8

年
度
か
ら
の
開
設
を
目
指
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

小規模特認校になることの効果・利点
・児童数増加：�他通学区からの児童流入（就学）により児童数の増加が見込

まれる。
・特色ある学校づくり：生徒に選ばれる魅力・特色のある学校づくりが必要。
・地域の活性化：学校と地域が密接な関係になることで活性化が図られる。
・他通学区の子どもの受け皿：小規模校を望む子供の受け皿になる。
※教育民生常任委員会資料（一部抜粋）

大
おお
　崎
さき
　昭
あき
　子

こ
　議員
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終戦80年にあたっての�
� 取り組みは

問
①　
今
年
２
０
２
５
年
は

終
戦
80
年
に
あ
た
り
、
年
月

を
経
る
ご
と
に
戦
争
の
風
化

が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
町
は
、
戦
争
体
験
の
伝

承
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い

か
。

町
長
答
弁　
戦
争
と
敗
戦
が
当
時

の
国
民
に
与
え
た
深
い
悲
し
み
と

苦
し
み
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
戦

争
の
な
い
世
界
は
理
想
で
あ
り
、

私
た
ち
は
そ
れ
を
目
指
し
て
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
戦
争

の
悲
惨
や
恐
怖
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
継
承
し
て
い
く
こ
と
が

私
た
ち
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
町
で
は
昨
年
、
過
去
の
戦
争
の

悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え
る
原
水
爆

の
被
害
写
真
の
パ
ネ
ル
を
展
示

し
、
今
年
も
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

終
戦
80
年
の
節
目
と
な
る
取
り
組

み
が
出
来
な
い
か
検
討
し
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
小
川
原
通
跨
線
橋
の
完
成

及
び
供
用
開
始
等
の
状
況
を
考
慮

し
な
が
ら
、
青
森
県
公
安
委
員
会

及
び
、
青
森
県
警
察
本
部
へ
信
号

機
設
置
に
向
け
て
の
取
り
組
み

を
、
東
北
町
交
通
安
全
対
策
協
議

会
を
含
め
、
地
域
の
声
と
し
て
、

市
川
議
員
を
始
め
地
域
の
方
々
と

一
緒
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

問
②　
今
年
は
、
広
島
・
長

崎
の
被
爆
80
年
で
も
あ
る
。

昨
年
、
日
本
被
団
協
が
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
、
核

兵
器
廃
絶
運
動
の
発
展
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
町

と
し
て
核
兵
器
廃
絶
へ
貢
献

す
る
取
り
組
み
を
行
う
考
え

は
あ
る
か
。

町
長
答
弁　
今
回
の
日
本
被
団
協

の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
受
賞
は
、

被
爆
者
の
方
々
の
長
年
の
努
力
へ

の
賞
賛
で
あ
る
と
同
時
に
、
世
界

へ
の
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
世
界
中
の
人
々
が
改
め
て
核
兵

器
廃
絶
に
取
り
組
む
、
強
い
決
意

を
持
っ
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
に

期
待
し
、
町
も
核
兵
器
の
な
い
国

際
社
会
の
実
現
に
向
け
た
進
展
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
、
国
、
市
民

団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
、
更
に

は
地
域
住
民
と
の
協
力
に
よ
り
、

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト

等
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小
川
原
通
跨
線
橋
と

�

県
道
の
交
差
点
の
安
全
は

問
①　
小
川
原
通
跨
線
橋
の

架
け
替
え
工
事
が
進
み
つ
つ

あ
る
。
跨
線
橋
と
県
道
の
交

差
点
に
感
応
式
信
号
機
を
設

置
す
る
こ
と
が
地
元
住
民
の

た
っ
て
の
願
い
で
あ
る
が
、

町
は
、
関
係
機
関
に
働
き
か

け
て
実
現
に
取
り
組
む
考
え

は
あ
る
か
。

町
長
答
弁　
小
川
原
通
跨
線
橋
の

架
け
替
え
事
業
に
伴
い
、
現
在
、

橋
の
撤
去
が
終
わ
り
、
歩
行
者
用

の
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
の
撤
去

が
今
年
の
２
月
に
終
了
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
新
た
な
信
号
機
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
小
川
原
通
跨

線
橋
が
完
成
し
供
用
を
開
始
し
た

後
、
交
通
量
及
び
交
通
事
故
等
の

危
険
性
を
検
証
し
、
信
号
機
の
必

要
性
が
青
森
県
公
安
委
員
会
で
認

め
ら
れ
、
県
警
の
予
算
措
置
が
さ

れ
た
後
で
な
け
れ
ば
設
置
と
は
な

ら
な
い
旨
、
回
答
を
受
け
て
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の

信
号
機
の
設
置
要
望
に
つ
い
て
、

一般質問の詳細
や再質問につい
ては、ＨＰをご
確認ください。

市
いち
　川
かわ
　俊
とし
　光
みつ
　議員

小川原通跨線橋

一
般
質
問
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各
委
員
会
の
活
動
（
１
月
～
３
月
）

★
総
務
企
画
常
任
委
員
会

開 
催 
日

事　
　
　
件
（
内
容
）

2
月
19
日
所
管
事
務
調
査

　
⑴
財　
政　
課　
①
三
沢
対
地
射
爆
撃
場
周
辺
に
お
け
る
地
役
権
の
設
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

②
町
有
地
（
普
通
財
産
）
の
貸
付
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑵
企　
画　
課　
①
令
和
７
年
度
新
規
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

②
通
勤
通
学
バ
ス
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑶
税　
務　
課　
①
東
北
町
税
等
の
口
座
振
替
推
進
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑷
総　
務　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑸
東
北
支
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
）　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑹
会　
計　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
産
業
建
設
常
任
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

2
月
20
日
所
管
事
務
調
査

　

⑴
建　
設　
課　
①
令
和
６
年
度
除
雪
対
策
の
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

②�

町
道
２
２
３
号
線
外
２
（
レ
ス
キ
ュ
ー
道
路
）
整
備
事
業
に
つ

い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

③
（
仮
称
）
道
の
駅
足
湯
施
設
整
備
事
業
の
工
期
延
長
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

④
小
川
原
通
跨
線
橋
更
新
事
業
の
代
替
工
法
検
討
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑵
農
林
水
産
課　
①
顎
口
虫
対
策
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

②
水
稲
の
生
育
不
良
に
関
す
る
水
質
調
査
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑶
上
下
水
道
課　
①
大
洞
地
区
配
水
管
更
新
工
事
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑷
商
工
観
光
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑸
農
業
委
員
会　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
教
育
民
生
常
任
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

2
月
21
日
所
管
事
務
調
査

　
⑴
保
健
衛
生
課　
①
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑵
学　
務　
課　
①�

学
校
給
食
費
無
償
化
等
子
育
て
支
援
市
町
村
交
付
金
事
業
に
つ

い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑶
町　
民　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑷
福　
祉　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑸
高
齢
介
護
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑹
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
議
会
運
営
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

2
月
28
日

3
月
12
日

⑴
会
期
日
程
に
つ
い
て

　
①
令
和
７
年
第
１
回
東
北
町
議
会
定
例
会
付
議
事
件
の
概
要

　
②
議
会
提
出
案
件
（
予
定
）
等

　
③
一
般
質
問
通
告
状
況

⑵
条
例
、
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑴
追
加
提
出
議
案
に
つ
い
て

★
小
川
原
湖
環
境
保
全
対
策
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

3
月
12
日
⑴
顎
口
虫
対
策
事
業
に
つ
い
て

⑵
水
稲
の
生
育
不
良
に
関
す
る
水
質
調
査
に
つ
い
て

★
議
会
広
報
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

1
月
24
日
⑴
議
会
だ
よ
り
第
79
号
の
編
集
に
つ
い
て

★
全
員
協
議
会

開 
催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

1
月
20
日

3
月
6
日
⑴
東
北
町
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

⑴
東
北
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）
に
つ
い
て

⑵�
東
北
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）

に
つ
い
て

⑶
東
北
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
案
）
に
つ
い
て

各
委
員
会
の
活
動
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委
員
会
報
告

○
総
務
企
画
常
任
委
員
会

�
（
２
月
19
日
開
催
）

　
委
員
長　

田　
嶋　
　
　
悟

所
管
事
務
調
査
結
果

財
政
課

・�

三
沢
対
地
射
爆
撃
場
周
辺
に
お

け
る
地
役
権
の
設
定
に
つ
い
て

　

防
衛
省
は
、
風
力
発
電
設
備

（
風
車
）
は
そ
の
設
置
場
所
や
規

格
に
よ
っ
て
は
、
自
衛
隊
・
在
日

米
軍
の
レ
ー
ダ
ー
や
通
信
、
飛
行

機
の
飛
行
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
、
三
沢

対
地
射
爆
撃
場
周
辺
に
お
い
て
将

来
に
お
け
る
風
車
建
設
に
伴
う
影

響
を
回
避
す
る
た
め
令
和
６
年
度

よ
り
、
建
設
物
の
高
さ
制
限
に
係

る
地
役
権
を
計
画
す
る
。

　
対
象
区
域

　
　
地
名
地
番　

�

東
北
町
字
数
牛

50
―
１

　
　
登
記
地
目　
山
林

　
　
登
記
面
積　

�

９
４
２
，
３
４

５
㎡

　
契
約
日
及
び
存
続
期
間

　
　
契 

約 

日　

�

令
和
７
年
３
月

末
（
予
定
）

　
　
存
続
期
間　

�

契
約
締
結
の
日

か
ら
起
算
し
て

５
年
間（
予
定
）

【
質
疑
】
設
定
価
格
が
５
年
間
で

平
米
当
た
り
18
円
と
い
う
の
は
安

い
価
格
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

【
回
答
】
課
税
評
価
額
も
低
い
地

域
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な

額
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・�

町
有
地
（
普
通
財
産
）
の
貸
付

状
況
に
つ
い
て

　
有
償
貸
付
は
、
合
計
で
19
件
あ

り
、
面
積
７
７
，
２
１
８
．
７
８

㎡
、
賃
貸
借
料
１
，
９
９
２
，
９

８
０
円
で
駐
在
所
敷
地
、
携
帯
電

話
基
地
局
、
掲
水
路
用
地
な
ど
の

用
途
。

　
無
償
貸
付
は
、
合
計
で
６
件
あ

り
、
面
積
３
７
，
３
３
０
㎡
で
神

社
敷
地
、
農
道
、
事
業
用
施
設
敷

地
な
ど
の
用
途
。

【
質
疑
】
有
償
貸
付
と
無
償
貸
付

の
違
い
を
教
え
て
下
さ
い
。

【
回
答
】
東
北
町
財
産
の
交
換
、

譲
与
、
無
償
貸
付
等
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
き
貸
付
し
て
お
り
ま
す
。

企
画
課

・�

令
和
７
年
度
新
規
支
援
事
業
に

つ
い
て

【
移
住
・
定
住
促
進
新
築
住
宅

�

取
得
支
援
事
業
（
案
）】

１　
事
業
の
概
要
：

　
　

�

本
町
へ
の
移
住
・
定
住
促
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

新
築
住
宅
を
取
得
す
る
方
に

補
助
金
を
交
付
す
る
。

２　
補
助
対
象
：

　
　

�
町
民
又
は
転
入
者
で
、
住
宅

を
新
築
し
た
方

３　
補
助
金
額

　
⑴
基
本
額
は
、
30
万
円

　
⑵�

申
請
者
又
は
配
偶
者
が
、
40

歳
未
満
の
場
合
に
は
、
20
万

円
を
加
算

　
⑶�

転
入
者
で
、
申
請
者
又
は
配

偶
者
が
、
40
歳
未
満
の
場
合

に
は
、
更
に
、
１
０
０
万
円

を
加
算

　
⑷�

転
入
者
で
、
18
歳
未
満
の
子

供
を
養
育
し
て
い
る
方
は
、

子
供
一
人
当
た
り
10
万
円
を

加
算

【
質
疑
】
ど
の
ぐ
ら
い
の
件
数
を

予
想
し
て
い
る
か
。

【
回
答
】
令
和
５
年
の
新
築
の
件

数
を
加
味
し
て
40
件
１
，
４
２
０

万
円
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

【
医
療
・
福
祉
職
子
育
て
世
帯

�

移
住
支
援
事
業
（
案
）】

１　
事
業
の
概
要
：

　
　

�

医
療
職
・
福
祉
職
の
需
要
増

加
へ
の
対
応
と
子
育
て
世
帯

の
移
住
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
移
住
後
、
医
療

職
・
福
祉
職
に
就
業
す
る
子

育
て
世
帯
に
支
援
金
を
交
付

す
る
。

２　
支
援
対
象
：

　
　

�

県
外
か
ら
、
18
歳
未
満
の
子

供
と
共
に
本
町
に
移
住
し
、

医
療
職
・
福
祉
職
に
就
職
又

は
、
就
職
す
る
た
め
資
格
取

得
を
目
的
に
、
県
内
の
養
成

機
関
に
入
学
す
る
方

３　
支
援
金
額

　
⑴
対
象
世
帯
に
、
１
０
０
万
円

　
⑵�

対
象
世
帯
の
子
供
一
人
当
た

り
、
１
０
０
万
円
を
加
算

　
⑶�

対
象
世
帯
が
、
ひ
と
り
親
世

帯
の
場
合
、
１
０
０
万
円
を

加
算

【
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
（
案
）】

１　
事
業
の
概
要
：

　
　

�

結
婚
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る

世
帯
に
対
し
、
新
生
活
の
費

用
支
援
と
し
て
、
引
越
費
用

や
敷
金
・
礼
金
・
家
賃
等
の

賃
貸
費
用
に
対
し
補
助
金
を

交
付
す
る
。

２　
補
助
対
象
：
新
婚
世
帯

３　
補
助
金
額

　
⑴�

夫
婦
と
も
に
、
29
歳
以
下
の

世
帯
に
は
、
60
万
円（
上
限
）

　
⑵�

夫
婦
と
も
に
、
39
歳
以
下
の

世
帯
に
は
、
30
万
円（
上
限
）

【
地
方
就
職

�

学
生
支
援
事
業
（
案
）】

１　
事
業
の
概
要
：

　
　

�

東
京
圏
か
ら
青
森
県
内
へ
就

職
す
る
大
学
生
の
就
職
活
動

に
要
し
た
交
通
費
及
び
就
職

委
員
会
報
告
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○
産
業
建
設
常
任
委
員
会

�

（
２
月
20
日
開
催
）

　
委
員
長　

笹　
倉　
　
　
健

所
管
事
務
調
査
結
果

建
設
課

・�

令
和
６
年
度
除
雪
対
策
の
状
況

に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
の
除
雪
出
動
回

数
（
２
／
17
現
在
）
は
、
町
内
一

斉
出
動
が
10
回
、
東
北
地
区
一
部

及
び
地
区
一
斉
が
19
回
、
上
北
地

区
一
部
及
び
地
区
一
斉
が
12
回
と

な
っ
て
お
り
、
予
算
額
は
、
３
回

の
専
決
予
算
合
わ
せ
て
４
億
３
千

万
円
、
除
雪
業
務
委
託
料
の
支
出

概
算
額
（
２
／
17
現
在
）
は
、
３

億
７
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

・�

小
川
原
通
跨
線
橋
更
新
事
業
の

代
替
工
法
検
討
に
つ
い
て

　
当
初
更
新
事
業
に
係
る
設
計
段

の
際
の
移
転
費
用
の
補
助
を

行
う
。

２　
補
助
対
象
：

　
　

�
青
森
県
内
へ
就
職
し
た
町
民

（
大
学
生
）

３　
補
助
金
額
：

　
　

�

往
復
交
通
費
の
１
／
２
（
上

限
１
７
，
０
０
０
円
・
１
／

２
は
自
己
負
担
）
及
び

　
　

�

移
転
費
用
の
１
／
２
（
上
限

１
０
８
，
０
０
０
円
・
１
／

２
は
自
己
負
担
）

・�

通
勤
通
学
バ
ス
事
業
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
通
勤
及
び
通
学
等
の

支
援
を
目
的
と
し
て
、
令
和
４
年

10
月
３
日
か
ら
町
民
バ
ス
に
よ
る

実
証
運
行
を
「
通
勤
通
学
バ
ス
」

と
し
て
無
料
で
実
施
し
て
い
る
。

今
後
の
運
行
等
に
つ
い
て
は
、
ワ

ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
（
14
人
乗
り
）

２
台
分
を
購
入
し
令
和
８
年
度
か

ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
及
び
通
勤
通
学

バ
ス
と
し
て
使
用
す
る
予
定
で
す
。

【
質
疑
】
乗
車
人
数
に
つ
い
て
、

今
ま
で
の
実
績
を
教
え
て
下
さ
い
。

【
回
答
】
朝
夕
平
均
で
１
便
の
乗

車
率
は
２
人
以
下
に
な
り
ま
す
。

税
務
課

・�

東
北
町
税
等
の
口
座
振
替
推
進

事
業
に
つ
い
て

　
町
税
等
の
納
付
に
つ
い
て
、
よ

り
安
定
し
た
財
源
確
保
と
収
納
事

務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
口
座

振
替
へ
の
移
行
を
積
極
的
に
推
進

し
、
令
和
７
年
度
は
口
座
振
替
の

申
込
者
に
景
品
を
進
呈
し
口
座
振

替
者
の
増
加
を
目
的
と
す
る
。

　
実
施
時
期
は
、
令
和
７
年
４
月

１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま

で
、
対
象
者
は
、
東
北
町
に
住
民

登
録
し
て
い
る
方
（
個
人
の
納
税

義
務
者
）
で
、
納
付
書
払
い
か
ら

口
座
振
替
に
変
更
し
た
方
及
び
、

口
座
振
替
に
町
税
等
の
種
類
を
追

加
し
た
方
。
景
品
は
、
燃
え
る
ご

み
専
用
（
大
）３
袋
（
20
枚
入
り
）、

景
品
受
取
方
法
は
、
金
融
機
関
で

申
込
み
を
し
た
後
、
口
座
振
替
依

頼
書
の
控
え
を
役
場
本
庁
舎
（
税

務
課
）
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
東
北
支
所
）
窓
口
に
提
示

し
景
品
を
受
け
取
る
。

階
で
、
下
部
工
を
含
め
て
更
新
を

行
う
こ
と
と
し
形
状
に
つ
い
て
は

一
般
的
な
逆
Ｔ
式
橋
台
を
新
設
す

る
計
画
と
し
て
い
た
。
改
め
て
工

事
内
容
又
は
工
事
手
順
を
鉄
道
及

び
関
係
機
関
と
協
議
し
た
と
こ
ろ
、

鉄
道
運
行
に
影
響
が
出
る
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
有
力
工
法
と
し
て

ジ
ャ
イ
ロ
プ
レ
ス
工
法
等
他
工
法

を
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

・�

町
道
２
２
３
号
線
外
２
（
レ
ス

キ
ュ
ー
道
路
）
整
備
事
業
に
つ

い
て

【
事
業
概
要
】

○
計
画
工
期

　
令
和
７
年
度
～
令
和
19
年
度

○
全
体
計
画

　
・
事 

業 

費
：

�

35
億
８
，
３
８
０
万
９
千
円

　
・
補 

助 

額
：

�

25
億
８
６
６
万
５
千
円

�

（
補
助
率
：
７
／
10
）

〇
令
和
７
年
度
事
業
予
定

　
・
事 

業 

費
：

�

３
８
，
９
８
１
千
円

　
・
補 

助 

額
：

�

２
７
，
２
８
６
千
円

　
・
事
業
内
容
：

　
　

�

地
質
調
査
及
び
道
路
予
備
設

計
等

・�（
仮
称
）
道
の
駅
足
湯
施
設
整

備
事
業
の
工
期
延
長
に
つ
い
て

　
Ｒ（
曲
線
）部
分
の
加
工
及
び
施

工
に
時
間
を
要
し
、
当
初
の
工
期

内
で
竣
工
が
出
来
な
い
た
め
繰
越

し
Ｒ
７
．
４
月
末
の
竣
工
と
す
る
。

ま
た
、
足
湯
施
設
は
か
け
流
し
の

た
め
塩
素
消
毒
を
す
る
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
塩
素
消
毒
装
置
を

設
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

【
質
疑
】
完
成
予
定
は
い
つ
で
す

か
。

【
回
答
】
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

前
に
は
完
成
し
供
用
を
開
始
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

道の駅　足湯施設

委
員
会
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農
林
水
産
課

・�
顎
口
虫
対
策
事
業
に
つ
い
て

　
顎
口
虫
に
対
す
る
パ
ル
ス
処
理

効
果
実
証
事
業
に
つ
い
て
は
、
熊

本
大
学
に
あ
る
パ
ル
ス
処
理
デ

モ
機
を
シ
ラ
ウ
オ
用
に
改
良
し
、

「
顎
口
虫
パ
ル
ス
実
験
」
を
実
施

し
た
。
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
研
究
・
実
用
化
推
進
事
業
に
つ

い
て
は
、
申
請
機
関
を
小
川
原
湖

漁
業
協
同
組
合
か
ら
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
食
品
総
合
研
究
所

へ
変
更
し
申
請
を
行
う
予
定
。

・�

水
稲
の
生
育
不
良
に
関
す
る
水

質
調
査
に
つ
い
て

　
該
当
す
る
地
区
の
水
田
及
び
用

水
路
の
水
質
調
査
の
結
果
、
Ｅ
Ｃ

値
が
高
い
こ
と
が
判
明
し
て
い
る

も
の
の
、
生
育
不
良
の
原
因
の
特

定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
引
き
続

き
水
質
調
査
を
継
続
し
て
い
く
。

な
お
、
水
田
内
の
土
壌
調
査
も

行
っ
た
と
こ
ろ
基
準
値
を
超
え
る

箇
所
は
無
か
っ
た
。

上
下
水
道
課

・�

大
洞
地
区
配
水
管
更
新
工
事
に

つ
い
て

　
大
洞
地
区
は
昭
和
44
年
ご
ろ
に

整
備
さ
れ
た
も
の
で
40
年
以
上
経

過
し
て
お
り
、
主
要
幹
線
（
県
道

上
野
十
和
田
線
）
で
あ
り
な
が
ら

漏
水
事
故
が
多
い
こ
と
か
ら
本
地

区
の
整
備
を
進
め
て
い
く

○
実
施
期
間
：（
予
定
）

　
令
和
７
年
度
～
令
和
14
年
度

○
事
業
概
要
：

　
令
和
７
年
度
：

　
　
実
施
設
計　
一
式

　
　
Ｌ=

１
，
８
５
０
．
０
０
ｍ

　
　

�

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
か
ら
ダ
ク

タ
イ
ル
鋳
鉄
管
敷
設
替
え

【
質
疑
】
水
道
や
下
水
の
事
故
も

起
き
て
お
り
入
替
え
の
時
代
が
き

て
い
る
の
で
全
体
の
計
画
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

【
回
答
】
交
付
金
を
活
用
し
４
路

線
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
国

の
情
報
を
注
視
し
な
が
ら
随
時
対

応
し
て
い
き
た
い
。

○
教
育
民
生
常
任
委
員
会

�

（
２
月
21
日
開
催
）

　
委
員
長　

坂　
本　
直　
大

所
管
事
務
調
査
結
果

保
健
衛
生
課

・�

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
に
つ
い
て

○
接
種
時
期
：�

令
和
７
年
５
月
か

ら

○
対 

象 

者
：

　
①
65
歳

　
②�
60
～
64
歳
で
重
症
化
リ
ス
ク

が
高
い
方

　
③�
65
歳
を
超
え
る
方
で
５
年
経

過
措
置
と
し
て
70
歳
、
75
歳

と
５
歳
ご
と
の
年
齢
の
方
及

び
令
和
７
年
度
１
０
１
歳
以

上
の
方
全
員

○
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
と
費
用

　

乾
燥
弱
毒
性
水
痘
ワ
ク
チ
ン

「
ビ
ケ
ン
」は
、
推
計
自
己
負
担
２
，

２
０
０
円

　
乾
燥
組
換
え
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
「
シ
ン
グ
リ
ッ
ク
ス
」
は
、
推

計
自
己
負
担
１
０
，
３
５
０
円
／

１
回

【
質
疑
】
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
が
２

種
類
あ
り
ま
す
が
、
ビ
ケ
ン
と
シ

ン
グ
リ
ッ
ク
ス
の
特
徴
・
特
性
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】
ビ
ケ
ン
は
生
ワ
ク
チ
ン

で
、
シ
ン
グ
リ
ッ
ク
ス
は
組
換
え

ワ
ク
チ
ン
と
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
知
見
に
よ
る
予
防
効
果
と
し

て
、
ビ
ケ
ン
は
５
年
程
度
、
シ
ン

グ
リ
ッ
ク
ス
は
10
年
後
も
７
割
程

度
違
い
が
あ
る
こ
と
で
す
。

・�

学
校
給
食
費
無
償
化
等
子
育
て

支
援
市
町
村
交
付
金
事
業
に
つ

い
て

　
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
保
護
者
が
負
担

す
る
高
等
学
校
（
高
等
専
門
学
校

含
む
）
の
修
学
旅
行
に
要
す
る
経

費
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
す
る
。

○
対
象
者
：

　

�　
保
護
者
が
東
北
町
内
に
住
所

を
有
し
高
等
学
校
等
に
通
学
す

る
生
徒
の
保
護
者
、
対
象
と
な

ら
な
い
ケ
ー
ス
は
、
生
活
保
護

の
教
育
扶
助
を
受
け
て
い
る
、

県
の
就
学
援
助
制
度
を
受
け
て

い
る
。
他
市
町
村
か
ら
同
様
の

支
援
を
受
け
て
い
る
場
合
。

○
支
援
額
：
ひ
と
り
６
万
円

【
質
疑
】
県
の
学
校
給
食
費
無
償

化
事
業
に
つ
い
て
弾
力
化
す
る
と

聞
い
た
が
中
身
を
聞
き
た
い
。

【
回
答
】
令
和
７
年
度
は
以
前
か

ら
給
食
費
の
支
援
を
し
て
い
た
市

町
村
に
つ
い
て
も
給
食
費
に
振
り

替
え
可
能
で
１
０
０
％
の
補
助
に

な
り
ま
す
。

委
員
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今
月
は「
議
会
だ
よ
り
第
80
号
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

　
本
号
は
、
３
月
定
例
会
を
主
に

編
集
し
ま
し
た
が
、
内
容
の
一
部

を
要
約
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
町

民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
作

り
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
ご
意

見
、
ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
議　
　
長　
岡　
山　
粕　
男

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委 

員 

長　
和　
田　
勇　
人

　
副
委
員
長　
大　
崎　
昭　
子

　
委　
　
員　
田　
嶋　
　
　
悟�

　
委　
　
員　
笹　
倉　
　
　
健

　
委　
　
員　
坂　
本　
直　
大

　
委　
　
員　
斗　
賀　
高
太
郎

☆
お
知
ら
せ

東
北
町
テ
レ
ビ

（
東
北
町
自
主
放
送
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

町
議
会
６
月
定
例
会
の
放
送

予
定
は
６
月
上
旬
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
再
放
送
は
、

翌
日
の
午
後
７
時
か
ら
放
送

予
定
。

放
送
日
程
や
内
容
は
、
リ
モ
コ
ン

の
「
番
組
表
」
ボ
タ
ン
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

東北町の議会議員及び町の選挙における
選挙公報の発行に関する条例を制定

　東北町選挙管理委員会は、公職選挙法第172条の２の規定に基づき、東北町議員及び東北町長
の選挙（選挙の一部無効による再選挙を除く）において、候補者の氏名、経歴、政見等及び写真
を掲載した選挙公報を、選挙ごとに１回発行することになりました。
　選挙公報は、有権者にとっては各候補者を知る機会が増え、自らの政策を広く有権者に示すこ
とができる有効な手段の一つです。
選 挙 公 報 候補者の氏名、経歴、政見、写真等を掲載したものを発行
対象となる選挙 町長及び町議会議員選挙
掲載の申請期限 掲載を受けようとする候補者は告示日まで（確定版）（掲載内容は事前に審査を行う）
配 布 方 法 新聞折り込み、公共施設に備え付け、町ホームページへ掲載
※令和７年３月17日施行

議 会 の 動 き（１月～３月）
月　日 用　　　　　　務
１月17日 上北郡町村議会議長会　第４回定例会

１月20日
第１回臨時会
全員協議会

１月24日 議会広報特別委員会
１月28日 全国市議会議長会基地協議会理事会・総会
２月19日 総務企画常任委員会
２月20日 産業建設常任委員会
２月21日 教育民生常任委員会
２月27日 県町村議会議長会定期総会、自治功労者表彰式
２月28日 議会運営委員会

３月６日
第１回定例会
全員協議会

３月12日
第１回定例会
議会運営委員会
小川原湖環境保全対策特別委員会

月　日 用　　　　　　務
３月13日 第１回定例会（予算審査特別委員会）
３月14日 第１回定例会
３月18日 東北防衛局長、国会議員表敬訪問

３月24日 東北町分屯基地司令、自衛隊青森地方協力本部長、
青森県知事表敬訪問

東　北　町　議　会　だ　よ　り第80号 12令和７年５月22日（　）

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。


